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今
月
の
特
集

適
正
な
「
受
診
ル
ー
ル
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　6月は、農業改良普及事

業推進協議会 (16 日 )、人

権教育協議会総会 (16 日 )、

愛南漁協総会 (20 日 )、南

レク定時株主総会・臨時取

締役会 (21 日 松山市 )、南

宇和郡救急医療対策協議会

(22 日 )、えひめ南農協通常

総代会 (26 日 )、防災教育

連携協力協議会・懇談会合

同会議 (26 日 )、サンパー

ル ( 株 ) 株主総会・臨時取

締役会 (29 日 )、四国の道

路に関する意見交換会・四

国国道協会総会 (30 日 徳島

市 ) などに出席しました。

　7月は、英霊にこたえる

会理事・評議員合同会議 (1

日 松山市 )、鹿島鳥獣保護

区特別保護区指定公聴会 (2

日 )、NPO 法人「支部あい

なん断酒会」発会式 (4 日 )、

道路整備促進期成同盟会総

会 (5 日 松山市 )、海上保安

協会宇和島支部役員会・総

会 (9 日 宇和島市 )、南宇

和障害者の社会参加を進め

る会総会 (10 日 )、水田農

業推進協議会 (12 日 )、広

域営農団地推進協議会総会

(12 日 )、後期高齢者医療広

域連合臨時会 (13 日 松山

市 )、市町村職員年金者連

盟支部総会 (15 日 )、消防

操法訓練視察激励会(15日 )

などに出席しました。

大相撲片
か た お な み

男波親方(元関

脇玉春日)が本町を訪問

し、優秀な新弟子獲得

のため、清水町長や田

村教育長をはじめ相撲

関係者と情報交換を行

いました。(6/29)

西海支所ロビーに水槽

がお目見えしました。

水槽の中ではカクレク

マノミが気持ちよ

さそうに泳いで

います。(6/25)

南レク城辺球場で行わ

れた「愛媛マンダリンパイレー

ツ公式戦」対高知ファイティン

グドッグス戦に途中登板した愛

南町出身の山下良
りょう た

太投手です。

　試合は残念ながら2対6で敗れ

ましたが、力投を見せてくれま

した。

7/17

城の辺学習館では「城

の辺笹まつり」が行わ

れ、約150名が笹飾りを

作ったり、合唱やゲー

ム、スクリーンシア

ターなどを楽しみまし

た。(7/10)

南レク城辺球場で「愛

媛マンダリンパイレー

ツ野球教室」が開か

れ、町内の野球少年約

50名が、プロの選手か

ら熱心に指導を受けま

した。(7/2)

ゆらり内海2階ラウンジ
で、「日本渚の美術協会
愛南教室」によるヒオ
ウギ貝で作ったランプ
シェードが、8月20日ま
で展示されています。
柔らかな明かりに心が
癒されます。(7/27)

満倉小学校で「社会を

明るくする運動」学習

会が行われ、作文「こ

とばがもつ力」を読ん

だ感想を発表し合いま

した。 (7/7)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

適正な「受診ルール」を
守りましょう！

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

 「DE・あ・い・七夕
まつり」恒例のそう
めん流しです。(7/3)
【P19参照】

　一本松中学校2年生の德田彩
あ や か

花さん
が、職場体験学習で防災無線に挑戦
しました。また広報係として平城小学
校の「ぎょしょく教育」も取材しまし
た。(7/8)【P18参照】

　南レク城辺芝球技場で「JFAプリンスリーグ四国
2010」が行われ、南宇和高校サッカー部が済美高校
と熱戦を繰り広げました。(7/3)【P20参照】

　6月27日に開催された
「岡田 勉

つとむ

ふるさとジャズ
コンサート」の収益金の
一部が、同実行委員会か
ら教育委員会に寄贈され
ました。(7/9)【P19参照】

町政フラッシュ
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適
正
な
「
受
診
ル
ー
ル
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

近
年
、
休
日
や
夜
間
に
救
急
病
院
に
患
者
さ
ん
が
集
中
し
て
医
師
の
負
担
が
増
え
た

り
、
安
易
な
救
急
車
の
呼
び
出
し
で
、
真
に
重
症
な
患
者
の
搬
送
が
で
き
な
い
な
ど
の
影

響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
愛
南
町
も
例
外
で
は
な
く
、
特
に
県
立
南

宇
和
病
院
で
は
平
成
14
年
度
に
比
べ
る
と
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て

救
急
患
者
数
は
平
成
20
年
度
に
、
外
科
系
医
師
の
減
員
に
よ
り
一
時
的
に
減
少
し
た
も
の

の
再
度
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
救
急
車
に
よ
る
患
者
の
収
容
数
を
見
て
も
、
患
者
数

と
同
様
に
昨
年
度
は
増
加
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

県
立
南
宇
和
病
院
で
は
二
次
救
急
以
外
の
時
間
外
診
療
に
も
で
き
る
限
り
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
病
院
は
通
常
の
診
療
時
間
内
の
方
が
、
検
査
等
の
診
療
体
制
が
整
っ
て
い
る

の
で
、
症
状
に
よ
っ
て
的
確
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
愛
南
町
の
皆
様
に

は
医
療
機
関
を
適
正
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
緊
急
性
の
な
い
場
合
に
は
な
る
べ
く

通
常
の
受
付
時
間
内
に
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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■
受
付
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

県
立
南
宇
和
病
院
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
前

11
時
で
す
。

※ 

業
務
時
間
は
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
で
す
。

　

午
後
は
、
主
に
予
約
患
者
や
入
院
患
者
の
診
療
・
手
術
・
検
査
の
時
間

と
し
て
い
ま
す
。
午
前
11
時
以
降
に
予
約
ま
た
は
救
急
以
外
の
来
院
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
軽
症
の
方
々
の
救
急
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

昨
年
度
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
方
々
の
約
90
%
を
県
立
南
宇
和
病
院
で
受
け
入
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
約
40
%
が
軽
症
の
方
で
し
た
。
ご
自
分
や
ご
家
族
の
方
で
は
症
状
の
判
断
が
難
し

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
軽
症
の
方
々
の
救
急
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
仕
事
や
学
校
の
都
合
な
ど
で
、
午
後
5
時
15
分
以
降
診
察
に
来
ら
れ
る
方
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
午
後
5
時
15
分
以
降
は
、
救
急
患
者
受
入
の
た
め
医
師
や
看
護
師
を
宿
直
さ
せ
限
ら
れ

た
人
数
で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
救
急
以
外
で
の
利
用
は
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
救
急
で
は
な
い
け
ど

 

「
業
務
時
間
外
」
で
診
療
が
必
要
と
思
わ
れ
た
場
合

　

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

小
児
の
場
合
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
（
19
時
〜
23
時
、
電
話
で
#
8
0
0
0
を
押
す
と

つ
な
が
り
ま
す
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

県
立
南
宇
和
病
院
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
地
域
の
医
療

機
関
、
町
、
消
防
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
医
療
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
立
南
宇
和
病
院
（
TEL
7
2
‐
1
2
3
1
）
、

保
健
福
祉
課
（
TEL
7
2
‐
1
2
1
2
）

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら
の
お
願
い

「
受
診
ル
ー
ル
」を
お
守
り
く
だ
さ
い



p6

平
成
22
年　

第
２
回
町
議
会
定
例
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年
第
２
回

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
な
ど
の
繰
越
計
算

書
等
５
件
の
報
告
の
後
、
平
成
21
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

な
ど
専
決
処
分
５
議
案
の
承
認
、
乳

幼
児
医
療
費
助
成
な
ど
条
例
改
正
及

び
制
定
が
３
議
案
、
情
報
通
信
基
盤

整
備
工
事
（
通
信
設
備
・
引
込
宅
内

設
備
）
な
ど
請
負
契
約
が
３
議
案
、

平
成
22
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
簡

易
水
道
）
及
び
上
水
道
事
業
会
計
の

補
正
予
算
、
県
単
独
補
助
土
地
改
良

事
業
（
か
ん
が
い
排
水
）
の
実
施
が

４
議
案
、
計
20
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の

意
思
を
問
う
住
民
投
票
条
例
の
制
定

及
び
山
下
太た

い

三ぞ
う

議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
長
の
不
信
任
動
議
は
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
時
岡
ト
ヨ
ミ
氏
（
御
荘
菊
川
）、

中
野
照て

る

文ふ
み

氏
（
下
久
家
）
の
推
薦
が

同
意
さ
れ
、
「
核
兵
器
全
面
禁
止
・

廃
絶
国
際
条
約
締
結
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
報
告

■
報
告
者　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

　

飯
田
利と
し

久ひ
さ

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
招
集

　

平
成
22
年
４
月
20
日（
火
）

　

調
査
事
項
「
公
有
地
の
貸
付
地
及
び
借
地

の
現
状
に
つ
い
て
」

　

今
回
、
当
委
員
会
は
提
出
資
料
に
基
づ

き
、
机
上
審
査
の
後
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た

の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

使
用
料
が
発
生
す
る
貸
付
地
に
お
い
て

は
、
現
在
、
財
産
管
理
審
査
会
に
よ
り
十
分

に
検
討
さ
れ
て
は
い
る
が
、
今
後
は
借
地
も

あ
わ
せ
て
、
外
部
か
ら
の
第
三
者
も
含
め
た

委
員
会
等
に
よ
り
、
住
民
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
、
よ
り
明
確
な
根
拠
を
示
す
よ
う
十
分

に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
貸
付
地
に
お
い
て
は
、
未
利
用
地

も
含
ま
れ
て
お
り
、
公
募
の
計
画
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
使
用
料
の
減
額
な
ど
も
視
野
に
入

れ
、
企
業
誘
致
等
が
迅
速
に
行
わ
れ
て
負
の

財
産
と
な
ら
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

　

な
お
、
貸
付
地
及
び
借
地
の
売
買
も
含
め

た
行
政
運
営
等
に
つ
い
て
、
理
事
者
に
お
か

れ
て
は
、
経
済
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
将

来
的
な
方
向
性
を
明
確
に
示
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
意
見
を

集
約
し
調
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

■
報
告
者　

厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長

　

中
野
光み

つ

博ひ
ろ

　

厚
生
常
任
委
員
会
の
招
集

　

平
成
22
年
５
月
13
日（
木
）

　

調
査
事
項
「
病
院
事
業
に
つ
い
て
」

　

今
回
、
当
委
員
会
は
提
出
資
料
に
基
づ

き
、
机
上
審
査
の
後
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た

の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

国
保
一
本
松
病
院
で
は
、
４
月
に
着
任
さ

れ
た
新
院
長
と
の
意
見
交
換
を
す
る
機
会
が

あ
り
、
そ
の
際
、
こ
の
地
に
骨
を
埋
め
る
つ
も

り
で
あ
る
と
の
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
師
１
人
に
対
し
て
、

担
当
で
き
る
患
者
数
は
多
く
て
も
20
人
ま
で

と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
60
床
を
備
え
る
国
保

一
本
松
病
院
に
お
い
て
は
、
３
人
目
の
常
勤

医
師
の
確
保
を
今
後
も
視
野
に
入
れ
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
説
明
を
受
け
る
。

　

あ
わ
せ
て
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
看
護
師

の
確
保
も
、
町
民
に
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ

う
早
急
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
保
一
本
松
病
院
及
び
国
保
一
本

松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
と
も
、
施
設
及
び

設
備
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
非
常
に
高
価
な

設
備
・
備
品
も
多
く
、
今
後
、
町
に
お
い
て

は
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
効
果
的
か
つ
総

合
的
な
整
備
計
画
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

要
望
し
た
い
。

　

最
後
に
、
病
院
を
経
営
す
る
上
で
、
ス

 6/

 10～17
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就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
及

び
受
け
入
れ
先
企
業
の
募
集

に
つ
い
て
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

８
月
か
ら
中
学
生
ま
で
の
入

院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
！

◆
町
民
課
か
ら

　

愛
媛
県
で
は
、
障
害
者
の
方
の
就

職
に
役
立
つ
職
業
訓
練
を
、
企
業
・

社
会
福
祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
民

間
教
育
訓
練
機
関
等
に
委
託
し
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

身
体
・
知
的
又
は
精
神
障

害
者
等
で
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の

受
講
指
示
・
推
薦
を
受
け
た
方
（
年

齢
制
限
無
し
）

支
援
体
制

・
職
業
訓
練
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
公
共
職
業
安
定
所
と
連
携

し
、
障
害
者
ご
と
に
委
託
先
・
訓

練
コ
ー
ス
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

・
職
業
訓
練
ト
レ
ー
ナ
ー
等
が
訓
練

中
、
訓
練
生
及
び
企
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

・
訓
練
終
了
後
は
、
公
共
職
業
安
定

所
等
と
連
携
し
て
就
職
を
お
世
話

し
ま
す
。

・
就
職
後
に
つ
い
て
も
、
障
害
者

求
人
開
拓
員
（
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
）
が
就
職
者
（
訓
練
修
了

生
）
及
び
企
業
か
ら
の
相
談
等
に

応
じ
る
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
も
行
い
ま
す
。

そ
の
他

・
訓
練
生
の
受
講
料
は
無
料
で
す
。

・
受
託
企
業
に
は
、
訓
練
時
間
等
に

応
じ
て
委
託
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
労
政
雇
用
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
５
０
３
）

訓練内容

内 容
企業等での業務に関する作業実習を中心
とした実践的な職業訓練（オーダーメイ
ド型訓練）

定 員
１名から訓練が可能（委託先の受託能力
などを考慮したうえで設定）

訓練期間 ３か月程度（１か月からの訓練も可）

委 託 先
企業、社会福祉法人、NPO法人、民間教育
訓練機関等

募集期間 随時

※過去に実施した訓練コース（引越業務・食品加工・清
掃・容器洗浄・縫製仕上げ・DVD編集など）

タ
ッ
フ
全
員
の
患
者
に
対
す
る
気
持
ち
が
病

院
の
評
価
に
つ
な
が
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え

て
患
者
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
思
い
や
り
の

あ
る
病
院
経
営
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て

お
き
た
い
。

　

以
上
、
厚
生
常
任
委
員
会
の
意
見
を
集
約

し
調
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

一般質問

質問者 質　問　事　項

佐々木史仁
①愛南町の自然環境保全について　
②今後の町と漁協の関係について
③職員の体質改善について

草木原由幸 合併４年半を経過しての総括について

内倉　長蔵
①水産業の振興方策と現在の町の取り組みについて
②愛南町の環境対策について　
③地域医療の連携について

西口　　孝
①自然エネルギー利活用による町おこしについて
②口蹄疫侵入防止への取り組みについて　
③自主防災組織の充実について

※詳しくは、町ホームページをご覧ください。なお、公開には2か月程度かかります
のでご了承ください。

　

平
成
22
年
８
月
診
療
分
か
ら
乳
幼

児
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充
し
、
小

学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
入
院
に
つ
い
て
の
医
療
費
（
保

険
診
療
で
の
自
己
負
担
額
）
を
助
成

（
払
い
戻
し
）
し
ま
す
。

対
象　

愛
南
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３

年
生
（
６
歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初

の
４
月
１
日
か
ら
15
歳
に
達
し
た
最

初
の
３
月
末
日
ま
で
）
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
保
護
者

助
成
金
額　

病
院
の
窓
口
で
支
払
っ

た
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
の
う

ち
、
高
額
療
養
費
や
附
加
給
付
金
等

を
除
い
た
額

問
い
合
わ
せ　

申
請
手
続
き
等
詳
し

く
は
、
町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
給
資
格
者
証
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

※
外
来
（
通
院
）
で
の
診
療
は
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
入
院
の
自
己
負
担
額
の
う
ち
、
保
険
診

療
分
が
助
成
対
象
で
す
。
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「
愛
南
町
歌
謡
祭
」の

お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
・
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
皆
様
へ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

感
謝
状
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

「
愛
南
町
の
考
古
・
歴
史
を
学

ぶ
」生
涯
学
習
講
座
開
催
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

日
時　

９
月
４
日（
土
）16
時
開
演

　
　
　

（
15
時
30
分
開
場
）

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

出
演　

多
岐
川
舞
子
、
チ
ャ
ン
・
ウ

ン
ス
ク
、
森
雄
二
と
サ
ザ
ン
ク
ロ

ス
、
尾
鷲
義
人

前
売
券　

指
定
席
４
，０
０
０
円

　
　
　
　

自
由
席
３
，０
０
０
円

　
　
　
　

（
当
日
券
各
５
０
０
円
増
）

※
前
売
券
は
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
） 　

慰
労
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
ら

な
い
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
ま
す
。

請
求
資
格

　

外
地
等
に
お
け
る
勤
務
経
験
を
有

す
る
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
で
、

慰
労
給
付
金
の
受
給
資
格
を
有
し
な

い
方
（
加
算
年
を
含
め
た
勤
務
期
間

が
12
年
未
満
の
方
）
又
は
普
通
恩
給

を
受
け
る
権
利
を
有
さ
な
い
方
（
た

だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
無
期
又

は
３
年
を
超
え
る
懲
役
も
し
く
は
禁

固
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い

方
で
本
人
限
り
と
し
ま
す
）

注
意
事
項

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
慰
労
給
付
金
又
は
普
通
恩
給
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方

②
ご
遺
族
の
方

③
す
で
に
書
状
を
受
け
取
っ
た
方

請
求
期
限　

平
成
23
年
３
月
31
日

問
い
合
わ
せ

　

請
求
方
法
等
詳
し
く
は
、保
健
福
祉

課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
町
の
交
通
安
全
指
導
員
を
長
年

勤
め
ら
れ
て
き
た
濵
田
公き

み

裕ひ
ろ

さ
ん

（
御
荘
平
城
）
に
、
多
年
に
わ
た
り

街
頭
指
導
な
ど
の
交
通
安
全
活
動
に

努
め
、
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ

た
と
し
て
加
戸
守
行
愛
媛
県
知
事
か

ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
心

か
ら
お
喜
び
申
上
げ
ま
す
。

日
時
・
講
座
内
容
（
左
表
）

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

参
加
無
料
で
す
が
、
事
前

の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

月 日 曜日 時間 講義内容

8 21 土
14：00～
15：00

えひめ、昭和の街かど
－平城のまちを題材に－

10 30 土
13：00～
15：00

平城貝塚を見つめる
－平城貝塚の価値－

11 27 土
14：00～
15：00

西四国の先史文化－和口西
の駄場遺跡を考証する－

H23/1 15 土
14：00～
15：00

石垣の里「外泊」
－その歴史と特徴－
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身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に

び
っ
く
り
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

地
域
材
利
用
木
造
住
宅
建
築

促
進
事
業
！

◆
農
林
課
か
ら

航
空
学
生

受
験
資
格

　

高
卒
（
見

込
含
む
）
で

21
歳
未
満
の

方受
付
期
間

　

８
月
１
日

（
日
）〜
９
月

10
日（
金
）

第
一
次
試
験

日
　

９
月
23
日（
木
・
祝
日
）

第
一
次
試
験
地

　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

種
目
の
概
要

　

自
衛
隊
航
空
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養

成
（
最
も
早
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
れ

る
コ
ー
ス
で
す
）

問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）

◆
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
に

伴
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
か

ら
、
「
ま
っ
た
く
身
に
覚
え
の
な
い

料
金
が
請
求
さ
れ
た
」
、
「
ク
リ
ッ
ク

し
た
ら
、
い
き
な
り
『
登
録
完
了
画

面
』
に
な
っ
た
」
な
ど
の
相
談
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
は
、
携
帯
電
話
を
持
っ

て
い
る
未
成
年
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で

す
。

◆
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

☆
全
く
契
約
し
た
覚
え
が
な
け
れ

ば
、
料
金
請
求
や
登
録
と
表
示
さ
れ

て
も
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
あ
わ
て
て
業
者
へ
連
絡
す
る
こ
と

は
、
個
人
情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

☆
広
告
で
「
無
料
」
が
強
調
さ
れ
て

い
る
場
合
で
も
、
サ
イ
ト
の
利
用
に

は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
、
結

果
的
に
多
額
の
請
求
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
利
用
の
際
に

は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
確

認
し
ま
し
ょ
う
。        

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
℡
７
２
―

１
４
０
５
）

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０
）

　

木
材
の
需
要
拡
大
、
木
造
住
宅
の

建
築
促
進
及
び
定
住
の
促
進
を
図
る

た
め
、
※

地
域
材
を
使
用
し
た
住
宅

を
建
築
又
は
購
入
し
よ
う
と
す
る
方

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
住
宅

　

次
の
各
号
す
べ
て
に
該
当
す
る
新

築
の
住
宅

１
地
域
材
を
主
要
部
材
の
体
積
の

60
％
以
上
を
使
用
し
て
建
築
し
、

か
つ
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
66
㎡

以
上
の
住
宅

２
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
）
に
よ
り

建
築
さ
れ
る
住
宅

３
愛
南
町
内
に
事
務
所
を
有
す
る
工

務
店
等
に
よ
り
建
築
さ
れ
る
住
宅

４
建
築
基
準
法
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
木
造
住
宅

５
こ
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

補
助
金
の
額

　

使
用
さ
れ
た
地
域
材
の
体
積
１
㎥

当
た
り
に
２
万
５
千
円
を
乗
じ
て
得

た
額
で
、
50
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

申
請
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、
農
林

課
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
地
域
材
…
南
予
で
生
産
さ
れ
た
木

材
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防
災
教
育
の
推
進
へ
！

◆
防
災
対
策
課
か
ら

愛
南
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

「
平
成
22
年
度
危
険
物
取
扱

者
試
験（
第
２
回
）」と「
準
備

講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
！

◆
消
防
本
部
か
ら

「
春
の
叙
勲
」受
章
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
町
や
町

教
育
委
員
会
・
愛
大
防
災
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
・
国
土
交
通
省
大
洲
河
川

国
道
事
務
所
な
ど
関
係
者
が
出
席

し
、
平
成
22
年
度
第
１
回
の
連
携
協

 6/  7/

 26・ 5

力
協
議
会
と
推
進
懇
談
会
が
開
か

れ
、
防
災
教
育
に
関
す
る
情
報
交
換

や
事
業
計
画
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
た
に
、
こ
れ
ま
で
の

防
災
活
動
の
検
証
事
業

と
し
て
、
２
月
28
日
の

チ
リ
地
震
津
波
の
避
難

勧
告
に
対
す
る
住
民
や

児
童
生
徒
の
意
識
・
行

動
に
つ
い
て
調
査
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
教
職
員
を
主
と

し
た
町
防
災
教
育
推
進

懇
談
会
事
業
研
究
部
会

と
同
部
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

合
同
会
議
も
開
か
れ
、
義
務
教
育
課

程
に
お
け
る
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
へ
向
け
て
活
発
な
討
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
と
も
に
生
き
る
や
さ
し
い
ま
ち

へ
―
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制
の

構
築
に
む
け
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
防

災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　

８
月
29
日（
日
） 

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）

平
成
22
年
度
危
険
物
取
扱
者

試
験
（
第
２
回
）

【
試
験
日
】　

10
月
24
日（
日
）10
時
〜

【
会
場
】　

県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県

立
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

【
願
書
受
付
】　

８
月
27
日（
金
）

〜
９
月
７
日（
火
）必
着

【
試
験
種
類
】　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全

種
類
（
吉
田
会
場
は
乙
種
第
４
類
と

丙
種
の
２
種
類
）

【
受
験
料
】　

甲
種　

５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

乙
種　

３
，４
０
０
円

　
　
　
　
　

丙
種　

２
，７
０
０
円

【
受
験
願
書
】　

愛
南
町
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

準
備
講
習
会

【
日
時
】　

９
月
17
日（
金
）

〜
９
月
18
日（
土
）の
２
日
間

【
会
場
】　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】　

会
員　

６
，３
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員
８
，８
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】　

別
途
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
南
町
消
防
本
部

（
℡
７
２
―

０
１
１
９
）

　

平
成
22
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が
発

表
さ
れ
、
本
町
か
ら
元
城
辺
町
教
育

委
員
会
教
育
長
の
佐
藤
和か

ず

彦ひ
こ

さ
ん

（
緑
丙
）
が
「
瑞
宝
小
綬
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
晴
れ
の
受
章
を

お
喜
び
申
上
げ
ま
す
。
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所

得
状
況
届
に
つ
い
て
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

農
地
を
借
り
た
い
方
・
貸
し
た

い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

◆
農
林
課
か
ら

「
愛
南
町
老
人
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
に
よ
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
」の
募
集
に
つ
い
て
！

◆
高
齢
者
支
援
課
か
ら

児
童
扶
養
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
す
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
等
に
よ
り
遊
休
農
地
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
農
地
の
売
買
や
貸
し
借

り
を
促
進
す
る
た
め
、
農
地
の
所

有
者
や
生
産
者
の
ご
意
向
を
も
と

に
「
農
地
情
報
公
開
台
帳
」
を
整
備

し
、「
農
地
を
売
り
た
い
」「
農
地
を
貸

し
た
い
」「
農
地
を
借
り
受
け
た
い
」

な
ど
の
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
と

お
考
え
の
方
又
は
経
営
規
模
を
拡
大

し
た
い
と
お
考
え
の
方
、
「
農
地
情

報
公
開
台
帳
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

農
地
情
報
公
開
台
帳
へ
の
登
録
な

ど
詳
し
く
は
、
農
林
課
・
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
に
、
す
べ
て
の
住
宅

へ
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
愛
南
町
で
は
、
愛

南
町
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
等
規

則
に
該
当
す
る
世
帯
に
つ
い
て
、
火

災
警
報
器
の
設
置
事
業
（
無
料
）
を

実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
又
は
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
前
年
の
所
得

税
が
非
課
税
世
帯
の
方

※
公
営
住
宅
等
の
入
居
者
は
対
象
外

給
付
機
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
１
世
帯
に

２
個
ま
で
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

当
事
業
に
よ
る
設
置
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
高
齢
者
支
援
課
（
℡
７
２

―

７
３
２
５
）
又
は
各
支
所
住
民
福

祉
係
ま
で
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
及
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の

現
況
届
及
び
所
得
状
況
届
の
受
付
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ど
の
場
所

で
も
手
続
き
で
き
ま
す
の
で
、都
合
の

よ
い
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
資
格
者
に
は

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

受
付
日
程
・
場
所

◆
８
月
９
日（
月
）

　

９
時
〜
17
時　

内
海
支
所

◆
８
月
10
日（
火
）

　

９
時
〜
17
時　

西
海
支
所

◆
８
月
11
日（
水
）

　

９
時
〜
17
時　

一
本
松
支
所

◆
８
月
12
日（
木
）〜
13
日（
金
）

　

９
時
〜
17
時　

御
荘
支
所

◆
８
月
16
日（
月
）〜
20
日（
金
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
右
記
以
外
の
日
時
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
） 　

母
子
家
庭
等
に
支
給
さ
れ
て
い
る

児
童
扶
養
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
、

18
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
を
養
育
さ
れ

て
い
る
父
子
家
庭
の
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
年
金
・
所
得
等
に
よ
り
支

給
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）



p12

「
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
里
帰
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

え
ひ
め
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
南
予
サ
テ
ラ
イ
ト
個
別
相
談
」

の
ご
案
内
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

き
れ
い
な
海
を

未
来
の
子
ど
も
達
に
！

放
置
船
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
！

◆
水
産
課
か
ら

　

ブ
ラ
ザ
ー
、
キ
ャ
ノ

ン
、
デ
ル
、
エ
プ
ソ
ン
、

日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
パ
ッ

カ
ー
ド
及
び
レ
ッ
ク
ス

マ
ー
ク
の
６
社
の
パ
ソ
コ

ン
プ
リ
ン
タ
ー
用
使
用
済

み
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
メ
ー
カ
ー

で
は
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー

プ
と
共
同
で
「
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
里
帰
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
内
で
は
、
御
荘
郵
便
局
、

西
海
郵
便
局
及
び
柏
郵
便
局
内
に
回

収
箱
（
左
図
）
を
設
置
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
家
庭
で
使
用
済
み
と

な
っ
た
こ
れ
ら
６
社
の
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
は
な
る
べ
く
こ
の
回
収
箱

に
入
れ

て
い
た

だ
く
よ

う
お
願

い
し
ま

す
。

　

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
里
帰
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
詳
細
は
こ
ち

ら（http://cw
eb
.cano

n.jp/eco
lo
g
y/

satogaeri/index.htm
l

）

問
い
合
わ
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

〈
南
予
サ
テ
ラ
イ
ト
〉

日
時　

毎
週
火
曜　

10
時
〜
16
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

利
用
料　

無
料

予
約　

え
ひ
め
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
松
山
市
湊
町
５
丁
目
）

　

℡
０
８
９
―

９
４
８
―

２
８
３
２

受
付　

月
〜
土
曜　

10
時
〜
18
時

（
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

〈
訪
問
相
談
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
〉

　

不
登
校
の
延
長
や
何
ら
か
の
理
由

で
離
職
し
、
そ
の
後
無
業
の
状
態
に

な
っ
て
、
社
会
か
ら
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
若
者
に
対
し
て
、
訪
問
相
談
員

育
成
講
座
を
修
了
し
た
訪
問
相
談
員

が
家
庭
訪
問
し
ま
す
。

委
託
実
施
団
体　

麦
の
家
〔
ば
く
の

い
え
〕（
松
山
市
宮
西
１
丁
目
７
―

５
）

　

℡
０
８
９
―

９
２
３
―

４
４
８
１

受
付　

平
日　

10
時
〜
16
時

場
所　

南
予
地
方
局

　
　
　

【
５
Ｆ
商
工
労
働
相
談
室
】

対
象
者　

働
く
こ
と
に
自
信
が
持
て

な
い
、
人
間
関
係
が
苦
手
、
高
校
・

大
学
の
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
等
で

一
定
期
間
無
業
の
状
態
に
あ
る
15
才

か
ら
概
ね
40
才
未
満
の
若
者
及
び
そ

の
保
護
者

内
容　

個
別
相
談（
完
全
予
約
制
）

　

現
在
、
本

庁
の
沿
岸
や

海
中
な
ど
に

放
置
さ
れ
て

い
る
と
思
わ

れ
る
漁
船
や

プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
が
、
１
０
０
隻
ほ
ど
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
愛
南
町

や
愛
媛
県
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
、

愛
南
漁
協
な
ど
の
関
係
者
約
30
名
が

同
保
安
部
の
巡
視
船
「
た
か
つ
き
」

に
乗
船
し
、
西
海
地
域
の
福
浦
漁
港

や
船
越
漁
港
を
中
心
に
海
上
か
ら
放

置
防
止
を
呼
び
か
け
な
が
ら
沿
岸
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
浦
漁
港
で
は
、
町
職
員
ら
が
所

有
者
に
撤
去
を
求
め
る
黄
色
の
通
告

書
を
２
隻
の
放
置
船
に
貼
り
付
け
ま

し
た
。

　

適
正
に

処
理
さ
れ

な
い
場
合

は
、
法
的

手
続
き
に

よ
り
処
罰

さ
れ
る
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

 6/
   21
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「
体
験
型
食
育
」で
、愛
南
の

食
と
人
を
つ
な
ご
う
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

産
業
部
会

　

先
月
の
「
カ
ミ
カ
ミ
食
育
」
に
続

い
て
、
今
回
は
「
体
験
型
食
育
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に

農
林
漁
業
体
験
を
す
る
機
会
は
あ

り
ま
す
か
？
普
段
の
生
活
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
が
土
や
水
に
触
れ
て
、

魚
や
虫
を
捕
ま
え
た
り
し
て
遊
ぶ
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
家

庭
・
地
域
に
お
い
て
「
自
然
と
ふ
れ

あ
う
」
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
で
幼
児

の
保
護
者
・
小
学
生
に
ど
の
よ
う
な

食
育
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
か
調

査
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
米
や
野
菜

の
栽
培
な
ど
の
体
験
」
、
「
海
で
の
水

産
業
体
験
」
、
「
農
林
水
産
業
の
見

学
」
の
希
望
が
多
く
、
特
に
年
齢
の

低
い
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
は
、
子

ど
も
に
「
米
や
野
菜
の
栽
培
な
ど
の

体
験
」
を
さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
が

６
割
を
こ
え
て
い
ま
す
。

　

五
感
を
通
し
て
体
験
を
す
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
う
え
で
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
特
に
幼
児
期
か

ら
学
童
期
に
魚
や
野
菜
な
ど
に
触

れ
、
食
物
を
育
て
、
そ
れ
を
食
べ
て

み
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
、
食
べ

物
を
作
る
こ
と
の
大
変
さ
や
収
穫
の

喜
び
、
食
べ
物
を
無
駄
に
せ
ず
大
切

に
食
べ
る
こ
と
な
ど
を
理
解
し
て
い

く
と
と
も
に
愛
南
町
の
農
林
水
産

物
の
こ
と
を
知
る
と
い
う
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
産
業
部
会
で

は
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
食

物
、
特
に
愛
南
町
で
生
産
さ
れ
る
特

産
物
を
育
て
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と

を
学
び
、
食
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
次
の
よ
う
な
体
験
活
動
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

 

取
組
の
内
容

①
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」
を
核
と
し

た
水
産
版
の
総
合
的
食
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築 

　

愛
南
町
内
で
水
揚
げ
さ
れ
る
水
産

物
を
紹
介
し
な
が
ら
、
幼
稚
園
・
保

育
所
、
小
中
学
校
・
高
校
、
公
民
館

な
ど
で
魚
料
理
実
習
や
模
擬
一
本
釣

体
験
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教

育
」
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を

開
発
し
、
「
魚
好
き
」
の
町
民
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

②
幼
稚
園
・
保
育
所
、
小
学
校
な
ど

で
の
農
林
水
産
業
体
験
の
提
供
支
援 

　

愛
南
町
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産

愛
な
ん
食
育
推
進

第
３
回

物
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
学
校

園
や
近
隣
の
農
地
を
活
用
し
て
の
野

菜
の
栽
培
体
験
や
栽
培
現
場
の
見

学
、
海
で
の
漁
業
体
験
や
養
殖
現
場

の
見
学
な
ど
、
「
聴
い
て
、
見
て
、

触
れ
る
」
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

③
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成

と
食
育
人
材
バ
ン
ク
の
設
立 

　

小
中
学
校
や
公
民
館
等
で
行
う
調

理
実
習
や
学
校
で
の
農
産
物
栽
培
体

験
、
町
民
向
け
の
各
種
講
座
を
行
う

際
、
食
育
指
導
に
協
力
い
た
だ
け
る

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
養
成
講
座
を
行
い
指
導

者
と
し
て
育
成
し
、
食
育
指
導
員
の

紹
介
を
行
い
ま
す
。

一本釣り体験

ナスの収穫体験
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８
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
！

◆
町
民
課
か
ら

い
い
歯
に
し
た
い
！
母
と
子

の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

４
日
・
11
日
・
18
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

９
月
の
引
取
日
は
、

　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
29
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
制
度
の
種
類

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
に

は
「
法
定
免
除
」
と
「
申
請
免
除
」

の
二
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や
生
活

保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
が
届
出
を
行
う
と
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

②
申
請
免
除
（
学
生
の
方
は
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
に
は
、
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
各
々
の
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
４
段
階
の
基
準

額
が
あ
り
、
基
準
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
全
額
免
除
の
ほ
か
、
保
険
料
の

³／4
、
½
、
¼
を
納
付
す
る
と
残
り
の

保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
一
部

納
付
（
一
部
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
期
間
の
扱
い

　

保
険
料
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
の
計
算
の
と
き
国
庫
負
担
に
相
当

す
る
額（
平
成
21
年
４
月
以
降
は
½
、

一
部
納
付
し
た
期
間
は
国
庫
負
担
分

に
そ
の
保
険
料
分
も
加
算
）
が
算
入

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
要

件
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
30
歳
未
満
の
方
に
は
、

本
人
と
配
偶
者
の
み
の
所
得
審
査
で

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
、
学
生
の
方
に

は
、
本
人
の
所
得
審
査
で
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
猶
予
制
度
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基

礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
支
給
す
る
た
め
の
資
格
要

件
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
追
納 

　

ま
た
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

少
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
保
険
料

の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

退
職
（
失
業
）
の
特
例

　

な
お
免
除
等
に
は
退
職
（
失
業
）

の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
原
則
と
し
て

ご
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
の

前
年
の
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
が
、

申
請
す
る
年
度
又
は
前
年
度
に
退
職

し
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格

者
証
や
離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証

明
を
添
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

所
得
審
査
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

免
除
等
の
申
請
の
窓
口
は
、
愛
南

町
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
す
。

（
原
則
と
し
て
、
毎
年
度
手
続
き
が

必
要
で
す
。
）

　

愛
媛
県
と
㈳
愛
媛
県
歯
科
医
師
会

主
催
に
よ
る
「
第
59
回
母
と
子
の
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
７
月
３
日

に
松
山
市
で
開
催
さ
れ
、
松
本
雪ゆ

き

美み

さ
ん
（
御
荘
長

月
）と
安あ

ん

奈な

ち
ゃ

ん
（
４
歳
）
が
優

秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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８月の保健事業のお知らせ
認
知
症
を
学
び
、

　
　

地
域
で
支
え
よ
う
！

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
８
月
18
日（
水
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

  4日 水 節崎コミュニティーセンター
９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

  5日 木 平城交流センター
９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

胃がん検診

  3日 火 東海公民館 ７：００～  ８：３０

  4日 水 深浦公民館 ７：００～  ８：３０

26日 木
城辺保健福祉センター ７：００～  ８：３０

27日 金

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

19日 木 東海公民館 １２：３０～１４：００

20日 金 深浦公民館 １２：３０～１４：００

23日 月 家串公民館 １２：３０～１４：００

24日 火 上大道集会所 １３：００～１４：００

26日 木 篠山小学校体育館 １３：００～１４：００

27日 金 内海町民会館 １２：３０～１４：００

30日 月
一本松保健センター １２：３０～１４：００

31日 火

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象年齢

１歳6ヵ月児健診 10日 火
城辺保健福祉センター

H２０年１１月１日～１２月３１日生
３歳児健診 24日 火 H１９年 ５月１日～ ６月３０日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   6日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００
すくすく相談

11日 水
城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０
うみのこ広場 19日 木 西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０
みなみっ子 30日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 17日 火 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

かるがも教室 22日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０
事前申込み

　

愛
南
町
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
を
見
守
り
支
援
す
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
多
数
養
成
し
、認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
の
杖
に
な
る

　

周
囲
の
方
が
認
知
症
の
方
の
障
害

を
理
解
し
、
そ
の
方
が
で
き
な
い
部

分
を
補
う
「
杖
」
と
な
れ
ば
、
認
知

症
の
方
自
身
が
で
き
る
こ
と
も
増

え
、
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

病
気
と
し
て
理
解
す
る

　

認
知
症
は
脳
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
、
誰
で
も

な
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

　

「
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

受
講
し
た
方
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認
知
症
の
方
を
で

き
る
こ
と
か
ら
支
援
し
ま
す
。

　

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
町

内
に
約
８
０
０
人
い
ま
す
。
今
後
も

サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
を
広
げ
、
地
域
の

力
で
支
え
て
い
け
る
よ
う
、
講
座
を

随
時
開
催
し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

た
い
方
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）



p16

蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

８
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

８・９月行事予定表

第１日曜日   1日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

第２日曜日   8日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 15日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第４日曜日 22日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第５日曜日 29日 岡澤クリニック 御荘平城 ☎70-1511

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

８月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

3期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

2期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
ノ

浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

8/27

9/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所

8/25

9/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

8/23

9/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

8/19

9/17

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

8/17

9/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

8/12

9/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
男
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

8/10

9/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

8/6

9/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

8/4

9/3

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

8/2

9/1

８、９月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

5 木 18：00～ 御荘病院夏祭り 御荘病院

6 金 9：00～17：00
愛南サッカーフェスティバル
２０１０高校生の部

南レク
城辺公園

7 土

9：00～17：00
愛南サッカーフェスティバル
２０１０高校生の部

南レク
城辺公園

9：30～17：30
シーカヤック・ワンデイ
塩子島ツアー（第１回）

須ノ川海岸
～塩子島

9：30～16：30
スノーケリング体験教室
（第３回）

須ノ川公園

14：00～15：30
影絵劇

「三枚のおふだ」
御荘文化

センターホール

8 日

9：00～17：00
愛南サッカーフェスティバル
２０１０高校生の部

南レク
城辺公園

9：30～17：30
シーカヤック・ワンデイ
塩子島ツアー（第２回）

須ノ川海岸
～塩子島

11 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

16 月 19：00～20：40 海中公園祭り 船越湾周辺

20 金 13：00～15：30 人権相談 城の辺学習館

21 土

9：00～15：00
第６回愛南町
スポーツ少年大会
相撲競技

愛南町Ｂ＆Ｇ
海洋センター
相撲場

14：00～15：00
第１回

愛南町生涯学習講座
御荘文化
センター

18：00～22：00 御荘夏祭り 御荘商店街周辺

22 日 8：30～17：00
第38回四国王座
軟式野球決定戦

南宇和支部予選（一般）

南レク
城辺球場

29 日 13：30～15：30 防災フォーラム
御荘文化
センター

30 月 9：00～16：00 消費者生活相談員勤務日 役場本庁

９月

4 土

12：00～21：00 緑八朔相撲大会 緑公民館前土俵

16：00～18：00 愛南町歌謡祭
御荘文化
センター

5 日

9：00～14：00 町総合防災訓練 内海運動公園

9：00～15：30
第20回どろんこ
サッカー大会

篠山小中学校
体育館横

6 月 9：00～16：00 消費者生活相談員勤務日 役場本庁

8 水
8：30～14：00

愛媛スポレク祭2010
クロッケー競技
愛南町予選会

南レク
御荘公園

13：00～15：00 行政相談 町内各地

11 土

9：00～17：00 第１回愛南ウォッチング 僧都・山出地区

9：00～17：00
四国壮年王座軟式野球
決定戦愛媛県予選

南レク
城辺球場

12 日 9：00～17：00
四国壮年王座軟式野球
決定戦愛媛県予選

南レク
城辺球場

13 月 9：00～16：00 消費者生活相談員勤務日 役場本庁

愛いっぱい愛南産直市
８月３日（火）～９日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 8月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●20日(金)
親子水泳教室
    B&G海洋センター

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

家串
保育所

柏
保育所

●1日(日)夏祭り交流
●18日(水)ベビースリング
●23日(月)カミカミクッキング
　講習
★12日(木)～15日(日)つどいは
　お休みになります。１０：００ １５：００

●26日(木)
10:30～11:30
親子スイミング
　 B&G海洋センター

長崎
保育所

緑
保育所
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に け ー し ょ ん
7/4 「あいなん断酒会」発会式

　<あいなん断酒会 支部長 富岡浩
こ う い ち

一さんの思い>
　アルコール依存症は『病気』です。病気だから治すことができます。家族の方
も、飲んでいる本人に、知らない間に巻き込まれ、心の病へとなっています。酒
は『百薬の長』されど『百害あって一利なし』と言われる様に、アルコールに対
するコントロール(ブレーキ)が効かなくなると、月日とともに酒量は増え、身体や心が壊れ、やがては死へと足を運ぶ
進行性の病気です。
　アルコールの問題がある人の中には、ギャンブルや薬、摂食障害、リストカットなどの問題を重複している場合もあり
ます。県内・県外の断酒会の中でそれらの問題を抱える方たちも仲間とともに回復しています。
　苦しい、辛い想いを1人で抱え込む必要はありません。家族の方も勇気を出して一歩踏み出してください。過去は変え
られないけれど、未来は変えることができます。医療機関の情報提供もします。相談内容も漏れる事なく、安心して安
全な場所が自助グループです。

7/6 あたたかな心の輪を広げよう!「小さな親切」運動

　一本松中学校2年の徳田彩
あ や か

花です。職場

体験学習で役場の広報係として平城小学校

のぎょしょく教育の授業を取材しました。

　平城小学校の3年生と5年生を対象に行

われたぎょしょく教育の授業は、愛南町の

特産品、養殖漁業などについて、いろんなこ

とを知ってもらおうというものです。児童た

ちは、かつおの一本釣り体験や、はじめて生

でさわる魚にとても興奮していました。

　今まで知らなかった魚の知識を知ること

で、ふるさとである愛南町をもっと好きに

なることができたと思います。

　御荘文化センターで、NPO法人愛媛断酒会「支部 あいなん

断酒会」の発会式が行われました。「あいなん断酒会」は、月

に2回の例会、月に1回のお酒の悩み相談を行っています。

7/8 見て!触って!ぎょショック!!

　長年、あいさつ運動を推進し、下校時のゴミ拾い活動など地域の環境美化に貢献し、社会に温

かな心の輪を広げたことが認められ、「小さな親切」運動愛媛本部(麻生俊
し ゅ ん す け

介伊予銀行相談役)か

ら菊川小学校(芝田眞
し ん じ

次校長)の子ども達に「小さな親切」実行章が贈られました。これを受けて、

児童代表の尾﨑大
た い せ い

生くん(6年)が「これからもあいさつや下校ボランティアを続けていきます」とお

礼と誓いのことばを力強く述べました。
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愛 南 こ み ゅ
6/26

　伊予郡松前町の松前公園体育館で「交通安全こども・高齢者自転
車愛媛県大会」が行われ、高齢者の部に出場した南宇和安全協会愛
南選抜チーム(監督 倉田政

ま さ お

夫さん、選手 中尾茂
し げ よ し

賀さん・二宮節
せ つ お

夫さ
ん・松蔭秀

ひ で ゆ き

行さん)が団体3位に入賞し、松蔭秀
ひ で ゆ き

行さんが個人優勝を
果たしました。おめでとうございます。

爆笑!若葉寄席

6/27 自転車の安全な乗り方で交通事故防止!

　御荘文化センターで、「南宇和障害者の社会参加を進める

会」主催による「爆笑!若葉寄席2010」が開催されました。らく

さぶろうさんによる軽妙な司会に、落語家の柳家喬
き ょ う た ろ う

太郎さん、

古今亭菊
き く し

志んさん、桂 三
さ ん こ う

幸さん、柳家花
か

ん謝
し ゃ

さん(以上落語

家)、講談師の旭
きょく ど う

堂南
な ん せ い

青さん、曲独楽芸人の三
み ま す

増れ紋
も ん

さんが出

演し、約300名の観客が本場の落語や芸を楽しみました。

　DE・あ・い・21で、恒例の「DE・あ・い・七夕ま

つり」が開催され、特設ステージではアマチュ

アバンド5組による演奏があり、夜市では「由良

の媛っ子地鶏」の焼き鳥などの特産品が出品

され、館内では巨大そうめん流しが行われまし

た。あいにくの空模様でしたが約400名の来場

者で賑わいました。

7/3 DE・あ・い・七夕まつり

柳家喬太郎さん

個人優勝 松蔭さん

　御荘文化センターで「岡
田 勉

つ と む

ふるさとジャズコン
サート」が行われ、御荘平
城出身の岡田 勉さん率い
る「ヒコのりベンBand」、
四万十市から参加した「イ
マジネーション」による
本場の迫力あるジャズが
演奏され、超満員の会場
は大いに盛り上がりまし
た。

6/27 岡田 勉ふるさとジャズコンサート
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がんばれ南高サッカー部 ! プリンスリーグU-18

　南レク城辺芝球技場で「JFAプリンスリーグ四国2010」が行われ、南宇和高校
サッカー部が済美高校と対戦しました。前半には隙をつかれて3失点したうえ、
退場で1名少なくなり苦戦を強いられましたが、後半は持ち前の粘りで1点を取
り返しました。結果は3対1で敗れたものの、今後の躍進に期待が持てる戦いで
した。

7/　

  3

グリーンカップ女子バレーボール大会 !
　御荘B&G海洋センター体育館
で「第5回グリーンカップ女子
バレーボール大会」が開催さ
れ、5チーム約50名が参加して
熱戦が繰り広げられました。決
勝では予選を勝ち抜いたP

パ ッ シ ョ ン

assion
と一本松VCが争い、接戦の末
Passionが優勝しました。

7/　

  4

四国西南地区水泳競技大会 !
　御荘B&G海洋センター屋内プールで、町内の小中学校や宇和島
市などから22団体約248名が参加して「第9回B&G会長賞四国西南
地区水泳競技大会」が開催されました。
【大会結果は次のとおりです。なお町内選手で1位入賞の大会新記録のみ掲載】

個人の部

 25m背泳ぎ(小学3・4年生男子の部)　益田謙
け ん し ろ う

志郎(平城小)　20秒14

 50m背泳ぎ(中学生女子の部)　　　　埜下真
ま ゆ

由(城辺中)　　36秒65

 50m平泳ぎ(小学3・4年生男子の部)　益田謙志郎(平城小)　46秒63

7/　

  3

優勝 Passion

元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

第 20回記念南レク
グラウンド・ゴルフ愛媛大会 !

7/　

  4

　南レク城辺球場で、「第20回記念南レク グラウ
ンド・ゴルフ愛媛大会」が盛大に開催され、県内各
地から集まった65チーム282名が和気あいあいとプ
レーを楽しみました。

準優勝 一本松VC
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ラケットテニスで健康づくり !
　御荘B&G海洋センター体育館と平城小学校体育館で、「第3
回愛南町ラケットテニス大会」が開催され、女子ダブルスの部
に24チーム、男女混合ダブルスの部に30チームの合計54チー
ム108名の愛好者が楽しく汗を流しました。
【大会結果は次のとおり】

女子ダブルスの部

 優　勝   尾﨑清子
きよこ

(御荘クラブ)・棟田一
ひ と み

美(愛南フレンズ)

 準優勝  橋本福
ふ く み

美(愛南フレンズ)・酒井千
ち ぐ さ

草(愛南フレンズ)

  3　位   山﨑和
か ず み

美(愛南フレンズ)・三原マサミ(愛南フレンズ)

 敢闘賞  竹村サカヱ(とどろきクラブ)・児島善
よ し み

美(赤水クラブ)

男女混合ダブルス

 優　勝   加洲 至
い た る

 (御荘クラブ)・渡邊妙
た え こ

子(とどろきクラブ)

 準優勝  柏田和
か ず と し

俊(御荘クラブ)・野平美
み い こ

委子(御荘クラブ)

  3　位   今村勝
か つ の り

範(御荘クラブ)・山木直
な お こ

子(赤水クラブ)

 敢闘賞  大隅政
ま さ の ぶ

信(愛南フレンズ)・森口幸
さ ち え

惠(御荘クラブ)

城辺剣道錬成大会 !
6/　

 20

6/　

 20

女子ダブルス優勝
尾﨑(右)・棟田(左)ペア

男女混合優勝
加洲(右)・渡邊(左)ペア

　宇和島市や高知県などから27チーム約150名が参加し、城辺
小学校体育館で「第18回城辺剣道錬成大会」が行なわれまし

た。始めに南宇和剣道会の山下郁
い く お

男先生、近田幸
ゆ き の ぶ

信先生によ

る「木刀による剣道基本稽古」の指導があり、その後の試合

では勇ましい掛け声の中、熱戦が繰り広げられました。
【大会結果は次のとおり】

個人戦

 1・2年生男女の部　優勝   高平貴
た か の ぶ

宣(城辺)、3位 児島兼
け ん せ い

聖(城辺)

 3年生男子の部　優勝 藤田脩
し ゅ う と

人(深浦)、準優勝 藤田治
は る き

希(深浦)、3位 本多琢
た く ま

馬(久良)

 4年生男子の部   準優勝 水口 弦
げ ん

(平城)、3位 保田祥
し ょ う た

汰(一本松)

 3・4年生女子の部  準優勝 松本実
み ゆ

夢(一本松)、3位 藤田茉
ま ひ ろ

央(深浦)、吉村明
あ か り

香里(一本松)

 5年生男子の部　優勝 上杉悠
ゆ う ま

真(深浦)、3位 清水大
た い せ い

誠(城辺)、二神 啓
け い

(一本松)

 5・6年生女子の部 優勝 二神明
あ す み

日美(一本松)、3位 本多咲
さ き

稀(久良)

 6年生男子の部 3位 山本怜
れ い じ

司(平城)

団体戦

 低学年の部 3位 深浦スポーツ少年団

南宇和剣道会長賞 吉尾太
た い せ い

成(黒潮町一心会)

楽しくミニバレー ! B&G会長杯ミニバレーボール大会 !
6/　

 27

　御荘B&G海洋センター体育館と平城小学校で、「第18回B&G
会長杯ミニバレーボール大会」が開催されました。男女混合6
人制で行われるミックスの部に14チーム約100名が参加し、楽
しく熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり】

優勝 ピューマ　準優勝 Pinky
3位 ぶぁブルスA、ローリング・キッズ



p22

南
宇
和
高
校
か
ら

「
平
成
22
年
度
南
宇
和
高
等
学
校
同
窓
会

総
会
」の
お
知
ら
せ
！

四
国
電
気
保
安
協
会
か
ら

「
ぬ
れ
手
で
電
気
」は

　
　
　

危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

◆
内
海
俳
句
会

梅
雨
の
書
庫
整
理
に
欲
し
き
農
日
誌

梅
雨
明
け
て
心
身
共
に
活
気
出
る　
　
　
　

好
岡
東
明
子

匂
ふ
ほ
ど
西
日
染
み
込
む
海
人
の
面

盆
太
鼓
打
つ
若
う
ど
の
桴ば
ち

高
し　
　
　
　
　

大
田　

信
子

朝
夕
に
太
る
西
瓜
え
エ
ー
ル
増
し

昼
休
み
汗
の
衣
を
枝
に
掛
け　
　
　
　
　
　

ほ
た
る
草

万
物
の
魂

こ
こ
ろ

癒
せ
り
二ふ
た

重え

虹に
じ

幻
影
を
逐を

う
や
日
夜
の
夢
う
つ
ろ
虚　
　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
菊
川
俳
句
会

ま
る
か
じ
り
し
た
く
な
る
よ
な
春
キ
ャ
ベ
ツ　

保
美

一
パ
ッ
ク
買
っ
た
刺
身
で
手
酌
酒　
　
　
　
　

幸
枝

思
い
出
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
旅
立
つ
日　
　
　
　

お
か
の

オ
イ
、
コ
リ
ャ
で
名
も
呼
ば
れ
ず
に
五
十
年　

由
紀
子

油
断
し
て
何
時
の
間
に
や
ら
嫁
お
く
れ　
　
　

芝
田

カ
ラ
オ
ケ
の
ム
ー
ド
で
一
寸
若
返
り　
　
　
　

す
み
子

話
す
度
う
わ
さ
話
は
ふ
と
く
な
る　
　
　
　
　

清
子

内
緒
だ
と
言
っ
た
話
は
直
ぐ
に
ば
れ　
　
　
　

千
代
子

鳩
が
と
び
菅
一
発
で
後
が
ま
へ　
　
　
　
　
　

京
子

酔
う
ほ
ど
に
本
音
ち
ら
ほ
ら
出
る
酒
場　
　
　

マ
ッ
チ
坊

◆
篠
南
川
柳
会

残
照
に
映
え
る
菜
の
花
明
か
り
か
な　
　
　
　

猪
野　

忠
夫

新
聞
に
梅
雨
の
重
み
の
あ
り
に
け
り　
　
　
　

宮
下　

熊
夫

土
佐
路
行
く
龍
馬
龍
馬
や
青
葉
風　
　
　
　
　

井
関　

禎
美

蒼
空
へ
ぬ
き
出
て
淡
し
桐
の
花　
　
　
　
　

小
野
山
シ
マ
子

腰
引
い
て
青
大
将
に
ゆ
ず
る
路　
　
　
　
　
　

村
尾
加
都
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

中
三
の
曾
孫
最
後
の
野
球
試
合
打
ち
し
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
歓
声
上
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
村　
　

操

ウ
ォ
ー
ク
キ
ン
グ
す
る
吾
に
短
く
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
鳴
ら
し
て
嫁
の
出
勤
し
行
く　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

澄
み
わ
た
る
朝
の
大
気
に
篠
山
の
雄
姿
望
め
る
坂
上
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

小
雨
降
る
庭
の
芝
生
に
小
雀
の
一
羽
降
り
き
て
暫
し
啄
ば
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
松　

幸
枝

赤
木
川
の
水
音
す
ず
し
き
川
添
ひ
に
紫
淡
き
山
藤
垂
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

香

処
分
せ
ん
と
箪
笥
の
中
よ
り
も
ん
ぺ
出
せ
ど
思
い
出
あ
り
て
懇
ろ
に
し
ま
う　
　
　
　
　
　

田
中
久
二
恵

カ
ラ
フ
ル
な
傘
を
さ
し
い
る
児
童
達
十
二
名
が
並
ん
で
土
手
を
行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

昭
夫

六
年
を
経
て
車
庫
の
屋
根
を
お
ほ
ひ
た
る
キ
ウ
イ
は
じ
め
て
の
花
を
つ
け
た
り　
　
　
　
　

前
田　

知
子

生
り
初
め
し
ば
か
り
の
胡
瓜
は
茄
子
は
如
何
に
ひ
ね
も
す
風
の
荒
れ
し
畑
に
出
る　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

ふ
く
み
啼
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
谺
す
る
六
月
の
森
緑
の
深
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
美
代
子

水
揚
げ
を
さ
れ
し
鰹
の
見
ひ
ら
き
て
黒
き
う
つ
ろ
な
眼
か
な
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村
寿
美
子

夫
逝
き
て
子
と
守
り
来
し
稲
づ
く
り
採
算
と
れ
ず
休
む
と
決
め
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

豊
子

海
見
ゆ
る
喫カ

フ

ェ

ー

茶
店
に
飲
む
お
茶
香
り
よ
く
聞
け
ば
マ
マ
さ
ん
手
作
り
と
微
笑
む　
　
　
　
　

宮
本
ヨ
リ
コ

炎
天
に
獲
物
を
運
ぶ
蟻
の
列
勤
務
評
定
無
用
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
近　

正
弘

日
時　

８
月
27
日（
金
）
18
時
〜

場
所　

青
い
国
ホ
テ
ル

※
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
の
会
費
２
千
円
を
集
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

南
宇
和
高
等
学
校（
℡
７
２
―

１
２
４
１
）

　

ぬ
れ
た
手
で
、
ソ
ケ
ッ
ト
、
ス
イ
ッ

チ
や
プ
ラ
グ
な
ど
に
触
れ
る
と
、
感
電

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
電
気
は
湿

気
の
多
い
場
所
や
ぬ
れ
た
と
こ
ろ
は
通

り
や
す
く
、
大
変
危
険
で
す
。
炊
事
し

て
い
て
電
気
器
具
を
扱
う
と
き
は
、

「
必
ず
乾
い
た
タ
オ
ル
で
手
を
よ
く
拭

い
て
か
ら
…
」
ぜ
ひ
、
こ
ん
な
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

㈶
四
国
電
気
保
安
協
会

　

城
辺
事
業
所

　

（
℡
７
３
―

１
２
５
６
） 訂正とお詫び

　

広
報
「
あ
い
な
ん
」
７
月
号
の
「
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
掲
載
し
た
、
関
戸
久き
ゅ
う
ま馬
さ
ん
の
お

名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
「
関
戸

九き
ゅ
う
ま馬
さ
ん
」
と
表
記
し
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
「
関
戸
久き
ゅ
う
ま馬
さ
ん
」
で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
９月１４日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ８月１４日（土）・２５日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（６月受付分）

（６月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
引
揚
者
の
皆
様
へ

〜
終
戦
当
時
の
引
揚
者
に

対
し
て
の
通
貨
・
証
券
の

返
還
に
つ
い
て
〜
！

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
記
念

式
典
」の
お
知
ら
せ
！

城
辺
小
学
校
か
ら

「
第
11
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」作
品
募
集
！

「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
０
」

作
品
募
集
！

宇
和
島
海
上
保
安
部
か
ら

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

　

税
関
で
は
終
戦
当
時
の
引
揚

者
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨（
紙

幣
）
や
証
券
な
ど
を
返
還
し
て

お
り
ま
す
の
で
心
当
た
り
の
方

は
お
問

い
合
わ

せ
く
だ

さ
い
。

◎
海
外

か
ら
引

き
揚
げ

て
こ
ら

れ
た
方

が
、上
陸

地
の
税

　

平
成
７
年
３
月
に
埋
設
し
た
思
い

出
の
つ
ま
っ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

開
封
し
ま
す
。
城
辺
小
学
校
卒
業
生

の
皆
さ
ん
や
地
域
の
方
々
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
14
日（
土
）14
時
〜

※
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
掘
り
出
し
は

８
月
13
日（
金
）９
時
か
ら
行
い
ま
す
。

場
所　

城
辺
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ　

城
辺
小
学
校

（
℡
７
２
―

０
０
６
４
）

第
11
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・

図
画
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
対
象　

小
学
生
及
び
中
学
生

募
集
期
間　

９
月
17
日（
金
）ま
で

作
品
送
付
先
及
び
問
い
合
わ
せ

宇
和
島
海
上
保
安
部　

宇
和
島

市
住
吉
町
３
丁
目
１
―

３
（
℡

０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
５
６)

灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
０

募
集
対
象　

小
学
生
及
び
中
学
生

募
集
期
間　

９
月
10
日（
金
）ま
で

作
品
送
付
先
及
び
問
い
合
わ
せ

　

㈳
燈
光
会　

〒
１
０
５
―

０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１
―

３
―

６
彩

翠
ビ
ル
（
℡
０
３
―

３
５
０
１
―

１
０
５
４
）

関
又
は
海
運
局
な
ど

に
お
預
け
に
な
っ
た

通
貨
や
証
券
な
ど

◎
海
外
の
引
き
揚
げ

集
結
地
の
総
領
事
館

で
お
預
け
に
な
っ
た

通
貨
や
証
券
な
ど

※
ご
本
人
の
他
、
ご

家
族
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

松
山
税
関
支
署（
℡

０
８
９
―

９
５
１
―

０
３
０
１
）
松
山
税

関
支
署
宇
和
島
出
張

所
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
５
４
）

旧日本銀行券 通帳・小切手
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　梅雨明け以降、連日暑い

日が続いていますが、日本

では夏バテ予防に「土用の

丑の日」にウナギを食べる

と良いといわれています。

　その由来は江戸時代後期

の蘭学者、平
ひ ら が げ ん な い

賀源内が発案

したとの説が有力で、夏に

売れないウナギを売ろうと

ウナギ屋から相談を受けた

源内が、「本日土用丑の日」

と書いて店先に貼ることを

勧めたところ、「丑の日に

『う』の字がつく物を食べ

ると夏負けしない」という

迷信もあってそのウナギ屋

は大繁盛。その後ほかのウ

ナギ屋も真似をはじめ、土

用の丑の日にウナギを食べ

る風習が定着したそうです。

　ただ、夏バテ防止にウナ

ギを食べたらいいという

のは奈良時代に既にあっ

たようで、「万葉集」に

大
お お と も の や か も ち

伴家持が吉田石
い わ ま ろ

麿の夏や

せを見て歌った「石麿に

吾
わ れ

もの申す 夏痩
や

せに良し

というものそ 鰻
む な ぎ

捕
と

り食
め

せ」

があり、夏やせにはウナギが

良いというから捕って食べ

たらどうかと勧めています。

　暑い夏にはウナギに限ら

ず栄養あるものを食べて、

充分に休養をとって乗り切

りましょう。

愛南町の人口
平成22年７月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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